
      美瑛富士・携帯トイレブース等点検パトロール実施報告書 

                             (２０２３年版) 

実施年月日 2023.10.1 団体名／所属先 山のトイレを考える会 

 

参加人数       ６人 報告者 杉下 圭史 

 

NO 点検項目 結果と措置内容 

１ 携帯トイレブース本体 

（破損は無いか、固定ロープの緩み等） 

 

外部塗装が 9/30に完成。 

固定ロープは山側の２本は実質効いていない。 

２ 携帯トイレブース内 

（汚れていないか、便座の汚損はないか等） 

塗装工事で使用していなかったため汚れ無し。 

ブース利用カウンター値 カウンター数値：２３９ 

３ 小屋周辺のティッシュや汚物の散乱

状況（ティッシュや汚物の回収数の確認、その

他のゴミ散乱状況確認、回収） 

ティッシュ回収数：１ 

汚物の回収数：０ 

明らかに古いゴミ片が１０個程度 

４ 小屋内外 

（損傷した箇所はないか等） 

ドアの劣化がひどい。 

看板の割れ。 

５ 小屋内 

（清掃はされているか、放置したゴミはない

か、小さなゴミは回収したか等） 

塗装業者の資材あり。片付け中。 

他に放置ゴミは見られなかった。 

６ 回収ボックス（白金観光センター隣の

トイレ横）＊鍵はカラビナ 

施錠はされていたか：カラビナ無し 

ゴミはなかったか：ゴミ多数 

カウンター数値：８９ 

 

感想・特記事項 

小屋周辺のゴミ拾いは、かなり念入りに行った結果、明らかに古いゴミ、ガラス片やデポ放置

が１０個程度あった。最近と思われるゴミはウエットティッシュ 1個のみで、マナーは守ら

れ、快適なエリアとなっている。 

環境省と美瑛町による冬囲いの手伝いも行った。マニュアルが作成され、資材も必要十分に準

備されていたので、順調に作業できた。来春に異常がなければ、以後は本マニュアル通りに誰

でも一定水準の冬囲いが可能となろう。 

 

 

参加者名（※はリーダー） 

※杉下圭史、田邊孝次、金田一仁志、山下真、幸村和実、城石謹爾 

他に冬囲いとして、環境省 2名、美瑛山岳会 3名 

●実施後、速やかに写真を添付し、メール(hokkaido@yamatoilet.jp)にて報告のこと 

 なお、参加者全員の集合写真を必須とし、他に活動中の写真等を数枚、1枚当たり 300KB 

以下のサイズに縮小（こだわりません）して添付いただけると幸いです。 


